
６月 21日㊐の上映会には、約 200 名の方々にご来
場いただき、誠にありがとうございました。

この映画は、筋ジストロフィーを患いながらも自立した
生活を目指す主人公の鹿

し か の

野靖
やすあき

明氏と、彼を支えるボラン
ティアたちとの交流を描いた実話をもとにした作品です。

今回の上映会は、令和６年４月から事業者による障が
いのある人への「合理的配慮の提供が義務化」された
ことを踏まえ実施しました。

合理的配慮とは、障がいのある人もない人も、誰もが
安心して暮らせるよう、一人ひとりの状況に応じて必要な工夫や配慮を行うことです。

映画をとおして、障がいのある人の思いや、互いを尊重し支え合う共生社会の実現について何ができるか
を見つめ直すきっかけとなれば幸いです。

■期　間	 ８月 28 日㊎〜９月３日㊍
■時　間	 平　日　８時 30 分〜 19 時
		 土・日 10 時〜 17 時

■相談窓口
◦電話による相談（こどもの人権 110 番）
　0120-007-110（全国共通・無料）
◦ LINE じんけん相談	 ▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶
　ID：@linejinkensoudan
◦こどもの人権 SOS チャット ▶▶▶▶▶▶
　学校のパソコン・タブレットから	
　相談できます。

あなたも私もみんなステキ
〜ともに考えましょうみんなの人権〜

人権尊重委員会
人権推進課

（総合センター）

℡ 64-1126
jinsui@town.yuasa.lg.jp人権啓発映画『こんな夜更けにバナナかよ』上映会を実施しました

  全国一斉「こどもの人権相談」強化週間を実施します  
問  和歌山地方法務局人権擁護課／和歌山県人権擁護委員連合会 ℡073-422-5131

▲人権啓発映画上映会の様子

●鹿野さんの声を出したい努力、支える皆さんの力、素晴らしい
ものがありました。

●患者の前向きな姿に感動しました。ボランティアの人も素晴ら
しかった。

●久しぶりにいい映画を見せていただきありがとう。病気に負け
ないで頑張っていきます。

●大変な病気とは聞いていたが、実際は全く知らなかったです。
生きるって大変ですね。

●生き方を色々と考えさせられました。良かったです。

映画をとおして
「合理的配慮」について関心や
理解は深まりましたか？

深まった
（66.1%）

少し深まった
（24％）

あまり深まら
なかった
（2.6％）

深まらなかった（0.5%） 未回答
（6.8％）

いじめ、体罰、児童虐待など、こどもをめぐる様々な人権問題について、法務局職員又は人権擁護委員が相
談に応じます。相談無料。秘密は厳守されます。一人で悩まずにお気軽にご相談ください。

映画の感想（一部抜粋）

13 令和８年８月


